
第17号
2026年 春

奈良県川上村の観光情報が満載！

この道は現在「大阪工業大学源流分校」となった
旧東小学校へ向かう道。
この満開の桜は、何人の子どもたちを見守って来ただろう。

撮影：和島壮汰（地域おこし協力隊）
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Kawakami Information
169 号　春景色　川上村の春を告げるのは、何があるでしょう。

3月
アマゴ釣りが解禁されます。吉野川本流の北和田付近
や支流の中奥川と大迫ダムより上流の本沢川、北股川
に放流されます。山菜が芽吹き出します。蕗の薹（フキ
ノトウ）から始まり、ワラビ、ゼンマイからタラの芽、イタ
ドリへと続きます。ウグイスのまだあまり上手くない鳴
き声が聞こえ始めます。

4月
集落にある桜が咲き始め、山の中腹からてっぺん付近
にかけての山桜が咲き、ヤマブキ、ツツジへ。そして
木々が芽吹くときにはそれぞれの黄緑色がきれいな模
様を描きます。オオヤマレンゲの花やエビネもこの頃で
しょう。フジも木に絡まって国道を走っていてもよく見
ることができます。

5月
その黄緑色が徐々に濃くなり紅葉に勝る景観をつくり
だします。山菜の保存食づくりも始まっています。シジュ
ウカラが営巣し、ヒナが飛び立っていく姿も見られます。
各家庭では、山菜の天ぷら、アマゴの塩焼き、ワラビご
飯、タケノコご飯、ヨモギなどなど、季節感あふれる食
事風景があります。

西河

大滝

そうです、これを食べれば春を感じる、

この音（声）が聞こえたら

「あ～春やなあ」と感じる、

そんな川上村に来てみませんか！

橿原市から１６９号線を南下し吉野町を過ぎ、長いトンネル（五社トンネル）
を抜けると川上村の西河集落に入ります。すぐに右折れし、その先にある

「蜻蛉の滝」は、駐車場に車を止めてから５分あれば見に行くことが出来る身近な滝で
す。落差５０ｍの滝で横から、落ち口のところから、螺旋階段で下に降りると、滝壺近く
から見上げるように、時には飛沫を浴びながら滝を見ることが出来て楽しめます。（句
碑あり：三尺の 身をにしかうの しぐれかな　宝井其角）
滝を見学した後、国道に戻って右折してすぐに柿の葉寿司の看板が目に付いてきま
す。川上村は柿の葉寿司が有名で作っているところは8軒あって、柿の葉寿司組合を
作って食べくらべのセットなどを企画、販売しています。

ダムから少し行くと大滝
ダムで水没移転した「寺

尾」地区に入ります。
ダイワハウスの創業者である石橋
信夫さんの生誕地です。また、少し
行くと御南朝史跡公園があり、御首
載石の碑が建っています。
後南朝にまつわる史跡は村内に多
く存在しています。東川の写真にあ
る「住吉神社」もそうです。柏木から
入之波地区にも数多くの史跡があ
ります。

寺尾 北塩谷橋を過ぎると「迫（さこ）」地区に入ります。迫も水没移転
によって再建された村の中心地です。役場を始め主な官公庁や

企業・団体が集中しています。
前号（Vol.16冬号）で案内した「湯盛（ゆもり）温泉ホテル杉の湯」があり、
その横に「道の駅杉の湯川上」があります。高原へ向かう林道を上ると真
言宗準別格本山「寳壽院」、元官幣大社「丹生川上神社上社」が山手にあ
ります。

迫

寺尾からは対岸の「北塩谷」（ここも水没による移転地）と
いう集落に渡る「北塩谷橋」が見えます。北塩谷にも後南
朝ゆかりの「大西助五郎の碑」があります。

北塩谷

西河

かわかみ源流学園を右手に見てすぐに三叉路に当たります。
そこを一旦左折し、吉野川本流沿いを東川方面へ向かうと「匠の聚」の看

板が見えてきます。
急な坂道をどんどん上っていくと目の前が開け、「匠の聚」に着きます。ここは、芸術家
が住みながら創作活動をしているところです。その他、東川地区には「中井渓谷自然
塾」というアマゴ釣り場があり、「吉野杉工房」を始め多くの木工作家がいます。また古
い歴史を持つ「運川寺」や「烏川神社」があります。

東川

道の駅横の観光案内所である「かわかみ源流ツーリズム」に立寄って詳しくお尋ねください。

1　  かわかみゲートウェイ
2　  堂谷木工製作所
3　  ヨイヨイかわかみ
4　  手作り工房 雄
5　  喫茶&軽食
  　  アルボールかわかみ
6　  あきつの小野スポーツ公園
7　  蜻蛉の滝
8　  徳蔵寺
9　  柿の葉寿司 橋戸
10　柿の葉すし・草もち 徳岡
11　かわかみ源流学園
12　民宿 紺ちゃん

13　松屋
14　「土倉翁造林頌徳記念」
       (磨崖碑)
15　松尾芭蕉句碑　
16　大滝茶屋
17　土倉庄三郎翁
       (土倉翁住居跡)
18　仕出し すぎもと
19　龍泉寺
　　(斎藤茂吉 句碑）
20　studio Jig
21　大滝ダム学べる
       防災ステーション

 

22　吉野杉工房
　　（川上村木工センター）
23　匠の聚
24　出口ファーム
25　MoonRounds
26　En lada
27　運川寺
28　柿の葉寿司みつは
29　アップルジャック
30　中井渓谷自然塾

31　石橋信夫翁 記念碑
32　御首載石の碑
33　season

34　大西助五郎の碑

35　いか焼き・お好み焼き 杉
36　吉野かわかみ社中
37　川上村役場
38　かわかみ源流ツーリズム
39　道の駅・麺コーナー
40　道の駅「杉の湯川上」
41　レストラン山吹
42　湯盛温泉ホテル杉の湯
43　寳壽院
44　丹生川上神社上社

東川

寺尾

北塩谷

迫

蜻蛉の滝

あきつの小野

鳥川神社

波津地区の桜住吉神社匠の聚

徳蔵寺庚申堂

東川から吉野川を上流に向かい、西河を過
ぎ大滝に入ると対岸に巨大な岩壁に「土倉

翁頌徳記念」と彫られた磨崖碑が目に入ります。
日本の造林王と呼ばれる土倉庄三郎翁の偉業を称えた
ものです。
そして、集落の上の方には斎藤茂吉が歌に詠んだ「龍泉
寺」があります。（句碑あり：瀧のべの龍 泉寺にて 夏ふ
けし 白さるすべり 見つつ旅人）
吉野川本流に高さ５mほどの落差がある激流が見られ
ます。（句碑あり：ほろほろと 山吹ちるか 滝の音　松尾
芭蕉）

大滝

巨大な大滝ダムが見えてきます。堰堤上部
の山の中腹に地すべりで全戸移転した白屋

地区があります。

白屋

磨崖碑

御首戴石跡の碑

大西助五郎の碑 丹生川上神社上社

ホテル杉の湯
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西河・徳蔵寺で庚申さんの「守り申」づくり83

畿内三庚申として有名な川上村西河「徳蔵寺」の
庚申堂には、数えきれないほどの「守り申」が吊る
されています。「守り申」は、自分の身代わりとな
って災いを除けてくれると言われていて、檀家さ
んや信徒さんが心を込めて作られ奉納されたも
のです。古くは明治時代のものもあり、歴史を感
じます。
そんな「守り申」を、お寺の方に教えてもらいな
がら作ってみましょう。
「守り申」は、約1時間で一体作れます。ベーシック
な赤と自分の好きな色とで２つ用意されています。
作った「守り申」は、１年間お守りとして玄関先な
どに飾ってください｡
なお、３月の最終日曜日に「庚申法要（まつり）」が
行われます。

ガイド

五條市を拠点にラフティングやトレッキ
ングを、川上村ではキャニオニング事
業を展開しています。吉野川紀の川源
流ツーリズム推進協議会のメンバーで
もあり、川の環境保全や地域にも協力
的なプロのガイドです。

廣末　優さん
2026年3月28日（土）・4月5日（日）　9:00～11:30日 時

喫茶アルボールかわかみ 横駐車場
8,000円（税込）

10名（最少催行人数4名）

集合場所

参 加 費

定 員

定 員

※ガイド料、貸出用具（ウエットスーツ、パックラフト一式、パドリングジャケット、
　ヘルメット、ライフジャケット）、保険料含む

徳蔵寺　会場

川上村西河 吉野川会場
エバグリーン

ガイド

住職のお母さんで徳蔵寺に嫁いで50
年余り。当時のお寺の賑わいを消さな
いよう、お参りの方々が楽しんでいただ
けるよう、季節の花を植えるなどして、
境内を美しく守っています。

辰巳 悦佳さん
徳蔵寺 寺族

日 時

集合場所

参 加 費

奥吉野の桜を満喫　お花見パックラフト283 54

例年人気のパックラフトは、コンパクトで軽量の
ボート。初心者の方でも安心してご参加いただ
けます。体験場所は、吉野川本流西河地区にあ
る大きな渕。ゆったりと水面に浮かんで・・・。
見上げると桜並木が見えます。「さくら通り」と名
が付いて今では村の春の名所になっています。
小学校卒業生が植樹し、20年以上の桜もあり、
立派な桜の木に成長しています。桜吹雪の中を
パックラフトに乗りながらお楽しみいただけます。
この場所は、今よりもっと大きな渕で夏休みの
子どもたちの泳ぐ場所でした。また、アユの毛ば
り釣りの場所でもありました。

※桜の開花時期に合わせようと、過去のデータ
に基づき予想していますが、その年の気象状況
によって花が見られない場合もございます。

喫茶アルボールかわかみ 横駐車場
5,600円（税込）
8名（最少催行人数5名）

2026年3月8日（日） 10:00～15:00

※ガイド料、体験料、お弁当、保険料含む

さる

　　

村の歳時記　３～５月
行　　事

月
花・鳥・虫カレンダー

1日

1日～
29日

21日

23日

29日

１日

8日

21日

29日

30日

・ アマゴ釣り解禁

・ 工房鐵山一刀彫展（匠の聚）
 奈良の伝統工芸でもある「一刀彫」
 を手掛ける木彫家・松本一平による作品展

・ 林道井光線（井氷鹿の里より上流林道）
 冬季通行止め解除

・ おおたき龍神湖
 15周年

・ 丹生川上神社上社春季大祭
・ 庚申さん（西河徳蔵寺)

エナガ
ワサビ
フキノトウ
シュンラン
ヒトリシズカ
イカリソウ

熊野桜
ヤマザクラ
ソメイヨシノ
枝垂桜
ヤマブキ
オオヤマレンゲ
エビネ
ゼンマイ
ワラビ　
イタドリ
フジ
ユキモチソウ
ホオノキ

ヤマガラ
シジュウカラ
オダマキ
シャクナゲ
マメヅタラン

・ 林道高原洞川線冬季通行止解除

・ 源流学園入学式

・ 大台ヶ原ドライブウェイ冬季通行止め解除

・ 森と水の源流館開館記念日
・ 源流のつどい　おおたき龍神湖
 遊歩道お散歩観察会

・ ホテル杉の湯オープン記念日

4

3

月

１日

3日～
5日 

23日

・ 大峰山戸開式

・ GWイベント（匠の聚）
 普段体験できないような
 ものづくりワークショップが楽しめる

・ 源流のつどい (森と水の源流館)
　「未来の風景づくり 見本園草刈りボランティア」

5 月

エナガ

フキノトウ

枝垂桜 エビネ

フジ

シジュウカラ マメヅタラン

ホオノキ

ワサビ ヒトリシズカ

次回は夏の情報です。
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114

日常から少し離れての世界へ！「瞑想」と「写経」を体験124

自然豊かな奥吉野川上村にある、高野山真言宗
準別格本山 寳壽院（ほうじゅいん）の厳かな空気
の中で自分と向き合い、心穏やかなやすらぎの
ひと時を過ごしてみませんか。
真言宗の厳しい修行を長年続けられている住職
のお話を聞き「瞑想」をし、自立神経を整えます。
瞑想で心が整ったら「写経」を実践しましょう。
お書きいただいた写経は、お守りにお持ちいた
だくなり、家のどこかに飾ったり、お寺に納めるこ
ともしていただけます。
この時期は境内のしだれ桜が見頃かもしれません。
体験が終わった後は、ホテル杉の湯へ移動し、ロビ
ーラウンジから桜を眺めながら、お茶と和菓子をお
召し上がりください。

ガイド

丸谷 順一さん2026年
4月18・25日（土）5月16・30日（土）
9:45～13:00

日 時

かわかみ源流ツーリズム
11,000円（税込）
親子ペア（３歳以上～中学生以下１名・保護者１名）

5組10名（最少催行人数３組6名）

集合場所

参加費

定 員

定 員

※ガイド料、体験料、保険料含む ※追加１名（３歳以上）あたり5,500円（税込）

寳壽院会場

日 時

集合場所

参 加 費

出身は高知県ですが幼少期から川上村
で過ごし、結婚して井光へ。集落の人み
んなが親戚のようで、季節ごと、行事ご
とにいろんな食事を教えてもらってこ
られたようです。研究熱心で自分でも
工夫を凝らし、美味しく食べているよう
です。

塩谷 加壽子さん

「かずちゃん」の山菜採り・美味しくいただきます！
大好評の山菜採り体験！地元のパワフルお母さ
ん「塩谷」さんと、楽しくお話をしながら、山菜を
探します。採りたての新鮮な山菜は、天ぷらにし
ていただきます。ヨモギやコゴミ、ウドなど何が
採れるかはその時のお楽しみ。昔は「この山菜が
採れたらもう春がそこまで来たね」と季節を感じ
たり「この時期あそこへ行けばウドが採れるよ」
と山の暮らしに無くてはならないものでした。採
れた山菜は、保存もして大切な行事などにも使
われてきました。そんな風景も最近では見なく
なりました。また、最近は鹿が先に新芽を食べて
しまうので採れなくなったとか。季節ならではの
山菜を、研究熱心でお話上手な塩谷さんが、お
いしく食べる方法を紹介してくださいます。
川上村の春を満喫しましょう。

ガイド

かわかみ源流ツーリズム
4,000円（税込）

会場 井光　塩谷さん宅 会場 TocoTocoの森
2026年4月11日（土） 9:30～13:00

定 員

TocoTocoの森

ガイド

40歳で出家して僧侶になられ、真言密教
の厳しい修行を長年続けられている方
です。「瞑想と写経は心を鎮める良い方
法。お参りいただいた人が少しでも和
んだ顔で帰られる時が至福の時です。」
という想いで日々務められています。

辻田 真海さん

高野山真言宗準別格本山
寳壽院（ほうじゅいん）

10名（最少催行人数5名）

日 時

集合場所

参 加 費

「TocoTocoの森」で
アマゴの渓流釣りを
楽しもう！

184 254 165 305

吉野川の支流である高原川の渓
流を活かした自然に近い特定釣り
場で、釣り名人に渓流釣りの楽し
さを教えてもらいましょう！自分
で針にエサをつけるところから、
自分で内臓をとり串に刺して、自
分で炭に火を着け焼き上げます。
　
※釣果を保証するものではありま
せん。

かわかみ源流ツーリズム
2,500円（税込）
8名（最少催行人数2名）

2026年4月12日（日） 10:00～13:00

※講師料、保険料含む

ガイド

田野 雄大さん2026年5月9日（土）
9:30～13:00

日 時

かわかみ源流ツーリズム
井氷鹿の里（いひかのさと）
11,000円（税込）
親子ペア（３歳以上～小学生以下１名・保護者１名）

5組10名（最少催行人数３組6名）

集合場所

会 場

参加費

定 員
※ガイド料、体験料、保険料含む ※追加１名（３歳以上）あたり5,500円（税込）

井氷鹿の里

渓流釣りデビューを目指そう！
「井氷鹿の里」で親子釣り教室 95

渓流での魚釣りを名人に教
えてもらいましょう！自分で
針にエサをつけて、釣って、
内臓をとるところまで一から
学びます。全部できるように
なって今年の夏は渓流釣り
に出かけよう！釣った魚（ア
マゴ・ニジマス）は炭火焼に
して美味しくいただきます！
　
※汚れても良い服装でお越
しください
※釣果を保証するものでは
ありません。

※ガイド料、体験料、昼食、保険料含む

223 114 194 105 245

渓流の女王と言われるアマゴ。性格は警戒心が強く釣り
にくい魚とも言われています。食べても川魚の臭いもな
く美味しい魚として鮎と人気を分ける魚です。放流され
たものではなく自然の中で孵化し、流れの中で川虫や流
れる虫を食べて育った天然アマゴを釣ってみませんか？
長年中奥川で釣りをし、アマゴのことを知り尽くしている
釣り名人が、定員１名でマンツーマンでお教えいたしますの
で、納得するまで名人のノウハウを聞くことができます。
今までの釣りでのエピソードを聞くだけでも楽しいし、とに
かく熱心に分かり易く教えてくれます。釣り教室の後はち
ょっと美味しいモノを食べながら、一息入れて釣り談義。
釣って、食べて渓流をとことん満喫してください。

※持ち物：釣り道具一式（竿、仕掛け、エサ入れ、ビク、ウ
ェーダー、帽子、タオル、雨具）
※おにぎり、お茶をご持参ください。

かわかみ源流ツーリズム
10,000円（税込）

2026年3月22日（日）・4月11日（土）・19日（日）・5月10日（日）・24日（日）
7:20～13:30

1名（※申込者多数の場合、抽選となります。）定 員

川上村で生まれ育って、子どもの頃か
らいろいろな釣りを楽しんできました。
本格的にアマゴ釣りを始めて半世紀。
天然アマゴを追い求め、中奥川に通い
詰めて、ポイントを知り尽くしています。
それでも「まだ奥深いです。」

ガイド
アマゴ釣り名人
奈加 憲人さん

※参加費の他、遊漁券が必要になります。【日券：3,000円（税込）、年券（アマゴ）10,000円（税込）】

奈加さんの「アマゴ釣り特別レッスン」

日 時

集合場所

参 加 費

中奥川会場

親子釣り教室
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日 時

集合場所

会 場

参 加 費

森林整理生態学を専攻。杉や桧がいっぱい
の川上村にも多くの種類の木々があり「樹
木が自然界でどんな生存戦略で生きてい
るのかを知ることが好き」と五感を使って
木の魅力を伝えています。「樹木れぽーと」
という漫画をとおして木の秘密を伝えてい
ます。

ネイチャーガイド
丸毛 絵梨香さん

マルモ先生の「木の教室」 ～五感で楽しむ森林さんぽ～
川上村は、吉野杉、吉野桧の人工林が多く緑がいっ
ぱいの村です。そんな山々の中に杉や桧以外の多
くの広葉樹や針葉樹があり、この季節には、黄緑か
ら濃い緑まで「緑色ってこんなにもたくさんの色が
あるの」と思うぐらいの景色を見ることができます。
川上村井光の「井氷鹿の里」から「御船の滝」まで、
林道を約１時間かけてゆっくり観察しながら歩きま
す。杉、桧の植林された山の中に作られた川沿いの
林道、その脇にいろいろな木々が自然に育ってきて
います。「自然界での樹木の生存戦略が非常に興味
深いものです」と話すガイドのマルモさんに、ちょっ
と教えてもらうだけで見える風景が変わります。ゴ
ール地点には大迫力の「御船の滝」も。

※片道１時間程度の林道を登ります。

ガイド

かわかみ源流ツーリズム
井氷鹿の里（いひかのさと）～御船の滝
6,800円（税込） 別途駐車場800円が必要です。

2026年5月23日（土） 9:00～15:00

定 員 10名（最少催行人数4名）
※講師料、保険料、昼食は柿の葉寿司8個、アマゴの塩焼き付き含む

出口ファームの農業入門
～茶摘みに挑戦！できたてのお茶を楽しむ～

5 9 175

今年も春の訪れとともに出口ファームでは新芽
が芽吹き始めます。
川上村では家の周りにお茶の木を育てて、各家
庭でお茶を作っていましたが今ではそんな家も
少なくなりました。品評会で入賞するなど美味し
さには定評があった「波津茶」を作っていたこの
地区でも15年以上前からお茶摘みの姿は見え
なくなっていました。そんなかつての風景をよ
みがえらせようと「茶摘み体験」をはじめました。
大人も子どもも体験したことのない「茶摘み」は
大人気。自分で摘んだ一番茶を蒸して、揉んで、
乾かして、茶葉が変化していく様子を楽しみな
がらできたてのお茶を味わいましょう。

匠の聚（たくみのむら）
3,000円（税込）／小学生以下 2,500円（税込）

2026年5月9日（土）・5月17日（日）
10:00～12:00

15名（最少催行人数5名）定 員

約10年前に大阪から奥さんの実家に
「田舎でのんびりしたい」と移住。そこか
ら畑を始める。できるだけ農薬を使わず
いろんな野菜作りに取り組み、モモ、マ
スカット、メロンなどの果物も作ってい
ます。「イチジクジャム」や「干し芋」など
の特産品づくりにも力を入れています。

ガイド
出口ファーム
出口 博一さん

※ガイド料、体験料、保険料含む

日 時

集合場所

参 加 費

会 出口ファーム場

※お申込みの際は必ず注意事項をよく読んでからお申込みください。申込方法

公式サイトから簡単予約Web
かわかみ源流ツーリズム
公式サイト

Tel お電話で直接予約
かわかみ源流ツーリズム
電話番号

0746-52-0333https://g-tourism.jp/

2026年3月～5月までの春の体験プログラムが盛りだくさん！
川上村の自然・歴史・文化に触れて楽しいひと時をお過ごしください。

春の体験プログラム
申し込み受付開始

〇お申し込み時点ではご参加は確定となりません。必ず主催者からの連絡をご確認ください。〇参加予約は先着順となります。
定員に達したプログラムは応募を締め切らせていただきます。〇最少催行人数に達しないプログラムは中止となります。原則
開催日の１0日前をめどに実施の可否を判断いたします。〇お申し込み・お支払方法、キャンセル規定等はお申し込み先によ
り異なります。〇各主催者がみなさまの参加を楽しみに事前の準備をしております。お申し込み後、やむなく参加を取りやめ
る場合は、必ずご連絡をお願いいたします。プログラムによってはキャンセル料が必要な場合がございます。詳細はホームペー
ジをご覧いただくか、お電話にてお問い合わせください。〇プログラムは天候や諸事情により内容が変更されたり、中止とな
る場合がございます。〇自然現象や野生動植物はご覧いただけない場合がございます。〇各プログラムの集合時間、集合場所、
持ち物、詳細や注意事項等はかわかみ源流ツーリズムウェブサイトにて必ず事前にご確認ください。〇今後の参考とさせてい
ただきますので、アンケートのご協力をお願いいたします。〇いただいた個人情報は、体験プログラムの手配・連絡、保険加入、
当財団からの商品・サービスのご案内、個人を識別できない形式の統計情報として使用いたします。〇プログラム実施中、記
録写真・動画の撮影を行います。撮影した写真や動画は報告書やSNS、体験プログラムの広報にて使用させていただく場合
がございますので、ご了承ください。

〈ご注意・お願い〉

〇体験プログラムにご参加いただくには、事前にご予約が必要です。
各プログラムに記載のお申し込み先へ予約をしてください。
〇申し込みの際は、参加者全員の ①お名前 ②お電話番号 ③ご住所 ④生年月日
（保険加入用）をお知らせください。

※必ずご確認ください

体験プログラムのお申し込みについて
ひとめぐり かわかみ

※小学生以下の方は保護者の参加も必要です。

武道ツーリズムとは日本発祥の「武道」と観光を融合した新たな旅のスタイルです。
日本でしか体験できない武道と文化が融合した希少性の高いツーリズムとして、海外からも
高い関心が寄せられています。
川上村では、剣道範士八段 上垣功氏が指導する剣道稽古会の見学、体験ができます。
最近では、武道の動きを活用したリハビリが高齢者の健康維持に効果があると言われています。
武道（剣道）の体験をしてみませんか。初心者の方も歓迎です。ぜひご相談ください。

武道ツーリズム

◆問い合わせ かわかみ源流ツーリズム TEL 0746-52-0333
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①森と水の源流館で講座　②吉野山トレッキングで
③ファンミーティングで

　

私
た
ち
と
先
生
と
の
出
会
い
は
、エコ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
立
ち
上
げ
当
初
で
す
。そ
の

頃
既
に
川
上
村
の
井
光
地
区
の
古
文
書
を
読
ん
で
お
ら
れ
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な

中
、こ
ち
ら
の
事
業
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、お
話
す
る
中
で
谷
崎
潤
一
郎

の「
吉
野
葛
」の
舞
台
を
巡
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
を
いっ
し
ょ
に
立
て
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。（
ま
だ
実
現
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
）そ
の
後
こ
ち
ら
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
も
数
回
参
加
者
と
し
て
申
し
込
ん
で
い
た
だ
い
た
り
、ガ
イ
ド
と
し
て
大
河

ド
ラ
マ
で「
光
る
君
」が
放
映
さ
れ
て
い
る
時
期
に「
浜
松
中
納
言
物
語
」の
講
義

を
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
、イ
ン
タ
ビュー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

古
典
文
学
に
目
覚
め
た
の
は
、高
校
2
年
生
の
時
に
源
氏
物
語
を
漫
画
化
し
た

「
あ
さ
き
ゆ
め
み
し
」（
作
：
大
和
和
紀
）を
読
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。と

いって
も
横
山
家
は
江
戸
時
代
に
土
佐
藩
の
藩
校
で
国
学
な
ど
を
教
え
た
学
者
の

家
柄
で
、子
ど
も
時
代
に
は
古
い
書
籍
も
多
く
残
る
環
境
で
育
っ
た
こ
と
も
影
響

し
て
い
る
よ
う
で
す
。主
な
研
究
テ
ー
マ
は
源
氏
物
語
の
享
受
史（
鎌
倉
〜
江
戸

時
代
）で
す
。

　

２
０
１
６
年
に
大
阪
工
業
大
学
に
着
任
す
る
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
川
上
村
と

深
く
関
わ
る
こ
と
に
。情
報
学
部・山
内
雪
路
教
授
が
立
ち
上
げ
た
Ｗ
e
b
サ
イ

ト「
桜
ラ
イ
ブ
キ
ャ
ス
ト
」内
に
、吉
野
地
方
に
ま
つ
わ
る
文
学
の
連
載「
そ
ら
み
つ

文
庫
」を
始
め
ま
し
た
。「
桜
中
継
の
Ｗ
e
b
サ
イ
ト
の
ア
ク
セ
ス
は
春
に
偏
り
ま

　

私
と
川
上
村
の
お
付
き
合
い
が

始
ま
っ
た
の
は
、
現
在
の「
匠
の
聚
」

を
川
上
村
が
つ
く
ら
れ
、
芸
術
家

の
募
集
を
知
っ
た
時
か
ら
で
す
。

　

応
募
に
は
現
在
も
入
村
さ
れ
て

い
る
方
と
いっ
し
ょ
に
面
接
を
受
け

さ
せ
て
も
ら
い
、
縁
あ
って
入
村
を

認
め
ら
れ
ま
し
た
。大
学
を
出
て

日
本
画
を
描
い
て
は
展
覧
会
に
出

展
し
、
何
度
か
入
賞
し
て
い
る
よ

う
な
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
芸
術
家
の

卵
だ
っ
た
者
を
選
ん
で
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
今
が
あ
り
ま
す
。

　

当
時
、
匠
の
聚
に
は
８
人
の
芸

術
家
と
運
営
ス
タ
ッフ
２
名
が
い
ま

し
た
。み
ん
な
で
協
力
し
、祭
り
を

し
た
り
、盆
踊
り
、ア
ー
ト
フェス
タ

の
開
催
な
ど
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し

て
、
地
域
の
人
た
ち
や
川
上
村
民

に
認
識
し
て
も
ら
う
努
力
も
し
な

が
ら
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
の
創
作

活
動
の
日
々
で
し
た
。

　

常
に
匠
の
聚
や
川
上
村
に
お
役

に
立
て
る
こ
と
は
積
極
的
に
取
り

組
も
う
と
思
って
い
ま
し
た
。

　

川
上
村
の
「
水
源
地
の
村
づ
く

り
」そ
し
て「
川
上
宣
言
」に
は
私

も
大
変
共
感
す
る
思
い
が
あ
り

Pick up

guide Pick up

guide

古
典
文
学
か
ら
村
の
魅
力
を
探
る

描きたくなる
素材がいっぱい

①絵の具を調整する　②絵の具づくりを指導　③参加者とうちわの作品を持って

岸上 ゆかさん

匠の聚 在住

ま
す
。

　

特
に
水
を
テ
ー
マ
に
川
上
村
の

歴
史
や
奥
深
い
生
命
の
営
み
を
絵

画
と
し
て
表
現
で
き
た
ら
と
日
々

制
作
し
て
い
ま
す
。

　

大
滝
ダ
ム
を
見
に
行
っ
た
時
や

蜻
蛉
の
滝
を
見
に
行
っ
た
時
に
は

「
こ
ん
な
絵
を
描
き
な
さ
い
」
と
背

中
を
押
さ
れ
て
描
い
た
作
品
が
あ

り
ま
す
。

　

描
き
た
く
な
る
素
材
が
いっ
ぱ

い
あ
る
の
が
川
上
村
で
す
。

　

か
わ
か
み
源
流
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

出
来
て
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ガ
イ

ド
を
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
の
声

を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
と
き
に
は
、

「
自
分
に
出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば

何
で
も
」
と
の
思
い
で
引
き
受
け

ま
し
た
。

　

村
内
の
方
と
は
、
匠
の
聚
の
教

室
な
ど
で
教
え
た
り
は
し
て
い
ま

す
が
、
村
外
の
方
た
ち
と
の
出
会

い
も
新
鮮
で
楽
し
い
体
験
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
自
分
の
経
験
を
踏
ま

え
、絵
の
具
の
原
点
と
し
て
、普
段

で
は
出
来
な
い
こ
と
が
無
い
か
と

考
え
、
石
を
拾
って
、
潰
し
て
粉
に

し
て
、
絵
の
具
に
す
る
こ
と
や
、
う

ち
わ
に
絵
を
描
く
こ
と
な
ど
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
作
品
を
作
っ
た
り
し
て
、

参
加
す
る
方
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ

る
題
材
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、源
流
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
ガ
イ
ド
の
方
や
村
外
の
参

加
者
の
人
た
ち
と
も
楽
し
い
お
付

き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

源
流
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
魅
力
は
、
な
ん
と
いっ
て
も

日
常
お
会
い
し
て
い
る
人
が
ガ
イ

ド
と
な
って
、
そ
の
人
た
ち
の
本
当

に
素
直
な
、
自
然
体
そ
の
も
の
の

魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。川
上
村
ら
し
い
季
節

感
と
、
旬
を
逃
さ
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
「
こ
れ
が
こ
の
季
節
な
ん
だ
」

と
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
、
こ
れ
か
ら
も
村
の
人
と

の
関
わ
り
を
大
切
に
参
加
者
と
し

て
楽
し
み
な
が
ら
、ガ
イ
ド
と
し
て

は「
な
ぜ
、い
ま
、こ
れ
な
の
」「
こ
れ

に
は
こ
ん
な
思
い
が
あ
る
か
ら
」を

表
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大阪工業大学
情報科学部 情報システム学科
准教授 博士（文学）

す
が
、文
学
な
ら
年
間
を
通
し
て
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
と
い
う

狙
い
が
あ
り
ま
す
。吉
野
は『
万
葉

集
』の
時
代
か
ら
多
く
の
文
学
作
品
に

描
か
れ
、連
載
に
は
う
って
つ
け
の
舞
台

で
す
」。松
尾
芭
蕉
や
現
代
の
漫
画
も

登
場
し
、伝
統
行
事
な
ど
も
紹
介
。写

真
や
動
画
も
豊
富
な
、ま
さ
に
時
空
を

超
え
た
新
し
い
文
学
散
歩
で
す
。

「
川
上
村
と
ご
縁
を
い
た
だ
き
、吉
野

を
舞
台
と
す
る
和
歌
や
物
語
に
強
く

惹
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。物
語

や
古
記
録
に
、川
上
村
で
感
じ
た
香
り

や
空
気
、美
し
い
情
景
を
重
ね
て
、川

上
村
に『
五
感
』で
ど
っ
ぷ
り
と
は
ま
っ

て
い
ま
す
。川
上
村
に
、デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
を
通
し
て
、地
域
で
守
ら
れ
て

来
た
古
文
書
や
伝
統
文
化
を
保
存
す

る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
も
お
っ
し
ゃって
く
れ
ま
し
た
。

　

先
生
の
人
柄
で
し
ょ
う
、村
の
あ
ち

こ
ち
に
も
深
く
入
り
込
ん
で
お
ら
れ

親
し
く
な
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。「
運

川
寺
さ
ま
の
弓
祝
式
で
新
し
い
年
を

迎
え
た
り
、御
朝
拝
式
で
後
南
朝
に
思

い
を
馳
せ
て
い
ま
す
。村
の
み
な
さ
ま

が
大
切
に
守
り
伝
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

祈
り
の
空
間
に
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ

け
ま
し
た
こ
と
を
、大
変
あ
り
が
た
く

思
い
ま
す
」「
ま
た
、ヨ
イ
ヨ
イ
か
わ
か

み
さ
ん
の
吉
野
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
桜

を
楽
し
ん
だ
り
、キ
ャニ
オ
ニ
ン
グ（
ヨ
イ

ヨ
イ
か
わ
か
み
×
青
空
フ
ァ
ン
さ
ん
の
コ

ラ
ボ
）で
水
遊
び
デ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
、

季
節
ご
と
の
魅
力
も
楽
し
ん
で
い
ま

す
。ヨ
イ
ヨ
イ
か
わ
か
み
さ
ん
に
は
、本

居
宣
長
や
松
尾
芭
蕉
の
足
跡
を
辿
り

な
が
ら
、当
時
の
植
生
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
り
、森
と
水
の
源
流
館・木
村
さ

ん
に
は『
万
葉
集
』の
苔
の
和
歌
を
教

え
て
い
た
だ
く
な
ど
、歴
史
文
学
に
多

方
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
た
だ
け

る
の
が
楽
し
い
で
す
」と
の
こ
と
で
す
。

川
上
村
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
い

た
魅
力
を
写
し
取
っ
て「
匠
の
聚
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
9
」に
て「
神

宿
る
村
」で
大
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い

ま
す
。川
上
村
の
魅
力
は「
村
の
信
仰

を
守
り
伝
え
る
べ
く
、祈
り
続
け
る

み
な
さ
な
の
心
に
こ
そ
あ
る
」と
い
う

思
い
を
込
め
て
、作
品
選
び
を
し
た
そ

う
で
す
。

　

最
後
に「
こ
れ
か
ら
も
川
上
村
の
魅

力
を
多
く
の
方
に
お
届
け
で
き
る
よ
う

に
、心
新
た
に
精
進
い
た
し
ま
す
」と
力

強
く
おっ
し
ゃって
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

村
の
あ
ち
こ
ち
に
出
入
り
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。お
見
か
け
し
た
と
き
に

は
声
を
掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①

①

②

③

②

③

横山 恵理さん
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アクセス

紀の川
吉野川

奈良県
大阪府

和歌山県

兵庫県

京都府

三重県

滋賀県

川上村

バス
約30分

近鉄電車でお越しの方

お車でお越しの方

郡 山 Ｉ Ｃ

葛 城 I C

五条北ＩＣ

針 Ｉ Ｃ

京 都 方 面

和歌山方面

名古屋方面

大 阪 方 面

大
和
上
市
駅

近鉄特急
約1時間10分

近鉄特急
約1時間

近鉄特急
約1時間50分

急行
約5分

近鉄特急
約35分

近鉄特急
約20分

橿
原
神
宮
前
駅

大和八木駅

大阪阿倍野橋駅

京 都 駅

近鉄名古屋駅

吉 野 口 駅
※吉野口駅でJR線から乗換

西名阪

R24（奈良・郡山　経由）

南阪奈

京奈和

名阪国道

R24
R169

R165（大和高田バイパス）

R309 R169

R369 R166 県道28 R169

橿
原

榛　原

福　神

三茶屋

桧垣本

河原屋西

川

上

村
（

迫

）

一般財団法人 かわかみ源流ツーリズム
問い合わせ先

〒639-3553
奈良県吉野郡川上村大字迫1335番地の3（川上村商工会館1階）
TEL.0746-52-0333 https://g-tourism.jp/

実施日：2026年4月18日（土）・5月23日（土） 1泊2日

丹生川上神社 三社巡りツアー
心を整える1泊2日の旅へ。丹生川上神社 三社巡りツアーを開催します。丹
生川上神社は、水の神さまをお祀りする由緒ある神社。古くは雨乞いの祈り
として、馬を奉納したことが「絵馬のはじまり」とも伝えられ、午（うま）とのご
縁がとても深い神社です。三社は、それぞれ異なる場所に鎮座し、すべてを
巡ることで、より豊かなご神縁をいただけるといわれています。
今回のツアーでは、丹生川上神社・上社で夜間特別参拝を予定しています。
静けさに包まれた境内で、心静かに神さまと向き合う特別なひとときをお過
ごしください。神社巡りが初めての方も、おひとり参加の方も大歓迎。自然、
祈り、そして少し特別な体験を大切にした旅です。

春の宿泊ツアー募集予告

実施日：2026年4月25日（土）・5月9日（土） 1泊2日

川上村・水源地の森ツアー
川上村の奥深く、清らかな水と緑に包まれる1泊2日の旅。水源地の森ツ
アーを開催します。1日目は、森と水の恵みを学ぶ時間。森と水の源流館で、
専門のガイドから、森と水のしくみや水源地の大切さを学びます。学びの後
は、温泉でゆったり静かな山あいの景色を眺めて心を整えるひとときをお楽
しみください。
そして2日目は、学びを体感する日。実際に水源地の森を散策し、透き通っ
た小川や緑あふれる森を歩きながら、自然の力や水の恵みを肌で感じる特
別な時間を過ごします。自然散策が初めての方も安心。少人数で丁寧にご
案内するので、ゆったり、安心して森歩きを楽しめます。森と水の神秘に触
れる、学びと体験の特別な1泊2日ツアーへ。

宿　泊

宿　泊

※詳しくはホームページをご覧ください。 

ご旅行代金：45,800円（シングル利用5,500円アップ） 

ご旅行代金：49,800円（シングル利用5,500円アップ）




